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参
院
選

最低賃金１５００円は世界の常識に

参院選　私たちの要求が届く国会へ
　
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
禍
で

細
心
の
注
意
が

必
要
な
業
務
を

こ
な
し
て
い
ま

す
。
防
護
服
を

着
て
、
自
分
自

　
物
価
の
異
常

な
高
騰
が
止
ま

り
ま
せ
ん
。
ガ

ソ
リ
ン
は
県
内

で
は
一
リ
ッ
ト

ル
一
八
〇
円
台

に
な
っ
て
い
ま

す
。
毎
日
の
食

生
活
に
必
要
な

パ
ン
と
か
野
菜

な
ど
も
値
上
げ

　
私
は
七
八
歳

に
な
り
ま
す
が
、

平
和
の
問
題
、

そ
の
た
め
に
憲

法
九
条
を
守
る

こ
と
が
、
生
き

る
こ
と
、
暮
ら

し
て
い
く
基
盤

で
大
事
な
こ
と

と
思
い
ま
す
。

　
そ
の
う
え
で
、

身
も
コ
ロ
ナ
に
感
染
し
な
い
か

と
不
安
に
な
り
な
が
ら
も
業
務

を
行
う
こ
と
も
増
え
ま
し
た
。

行
動
制
限
が
あ
る
中
、
医
療
従

事
者
と
し
て
感
染
リ
ス
ク
と
隣

り
合
わ
せ
の
仕
事
場
で
心
身
と

も
に
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
る
医
療

が
続
い
て
い
ま
す
。
秋
か
ら
も
、

缶
コ
ー
ヒ
ー
、
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
、

ハ
ム
・
ソ
ー
セ
ー
ジ
な
ど
、
値

上
げ
し
た
り
量
目
を
減
ら
し
た

り
す
る
予
定
と
の
こ
と
で
す
。

　
岸
田
首
相
は
物
価
高
騰
の
原

因
を
、
も
っ
ぱ
ら
ウ
ク
ラ
イ
ナ

危
機
に
あ
る
と
し
て
い
ま
す
が
、

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
異
次
元
の
金

融
緩
和
を
続
け
て
い
る
こ
と
が

円
安
を
招
き
、
輸
入
物
価
の
高

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
年
金
制
度

が
必
要
で
す
。
女
性
は
出
産
、

育
児
な
ど
も
含
め
現
役
時
代
の

給
料
が
低
く
、
そ
れ
に
と
も
な

い
年
金
も
低
い
た
め
や
っ
と
暮

ら
し
て
い
る
の
が
実
態
で
す
。

そ
れ
な
の
に
、
次
々
に
年
金
が

減
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。
六
月
か

ら
支
給
さ
れ
た
年
金
も
〇
．
四

％
引
き
下
げ
で
、
物
価
高
の
中

大
変
で
す
。
安
倍
内
閣
か
ら
の

年
金
額
の
減
少
は
七
％
弱
と
い

わ
れ
ま
す
。
こ
れ
で
は
暮
ら
し

は
ま
す
ま
す
細
り
ま
す
。

　
今
の
高
齢
者
も
こ
れ
か
ら
高

齢
期
を
迎
え
る
人
も
若
い
人
も
、

安
心
で
き
る
年
金
制
度
に
す
る

た
め
、
年
金
削
減
を
ス
ト
ッ
プ

さ
せ
る
政
党
・
候
補
者
に
期
待

し
た
い
。

騰
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
を

認
め
よ
う
と
し
ま
せ
ん
。

　
政
府
の
物
価
対
策
は
な
い
に

等
し
い
。
し
か
も
日
本
だ
け
賃

金
が
上
が
ら
な
い
国
に
な
っ
て

い
ま
す
。
今
こ
そ
、
最
低
賃
金

を
全
国
一
律
・
一
五
〇
〇
円
に

上
げ
る
べ
き
で
す
。
そ
し
て
消

費
税
減
税
こ
そ
、
最
も
効
果
的

な
物
価
対
策
だ
と
思
い
ま
す
。

従
事
者
の
大
変
さ
を
、
政
治
家

は
も
っ
と
知
っ
て
ほ
し
い
、
感

じ
て
ほ
し
い
。

　
一
生
懸
命
に
働
い
て
い
る
労

働
者
を
見
て
見
ぬ
ふ
り
を
す
る

よ
う
な
政
治
だ
け
は
し
な
い
で

ほ
し
い
。

山
形
地
区
医
療
労
働
組
合

　
執
行
委
員
長
　
吉
田
久
さ
ん

山
形
地
域
労
連

　
副
議
長
　
飯
澤
智
美
さ
ん

年
金
者
組
合
山
形
県
本
部

　
副
執
行
委
員
長
　
鳥
羽
し
ま
子
さ
ん
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自
民
党
や
公
明
党
は
消
費
税

減
税
を
求
め
る
国
民
の
声
に
対

し
、
「
消
費
税
は
社
会
保
障
財

源
に
な
っ
て
い
る
」
と
拒
否
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
図
二
の

よ
う
に
、
消
費
税
は
法
人
税
や

所
得
税
な
ど
の
減
税
の
穴
埋
め

に
使
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
一
九

八
九
年
の
消
費
税
導
入
以
来
の

三
四
年
間
、
消
費
税
総
額
は
四

七
六
兆
円
。
一
方
、
法
人
税
は

三
二
四
兆
円
、
所
得
税
・
住
民

税
も
二
八
九
兆
円
の
税
収
が
減

っ
て
い
ま
す
。

　
確
か
に
消
費
税
法
に
は
、
消

費
税
収
が
社
会
保
障
に
あ
て
ら

れ
る
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
こ
の
規
定
は
二
〇
一
二

年
に
消
費
税
を
一
〇
％
へ
引
き

上
げ
る
法
律

を
決
め
た
時

に
増
税
の
言

い
訳
と
し
て

持
ち
込
ま
れ

た
も
の
で
す
。

当
初
の
導
入

の
目
的
は
、

法
人
税
と
所

得
税
な
ど
直

接
税
を
引
き

下
げ
て
、
そ

の
財
源
と
し

て
「
国
民
が

広
く
薄
く
負
担
す
る
税
体
系
」

を
つ
く
る
こ
と
に
あ
っ
た
の
で

す
。
図
一
の
よ
う
に
、
一
九
九

〇
年
の
直
接
税
（
所
得
税
、
法

人
税
等
）
と
間
接
税
（
消
費
税

等
）
の
比
率

は
、
二
〇
二

一
年
に
は
大

き
く
変
化
し
、

消
費
税
の
比

率
が
五
〇
％

に
迫
っ
て
い

ま
す
。
消
費

税
と
い
う
税

制
は
、
社
会

保
障
の
負
担

を
財
界
・
大

企
業
が
免
れ

る
シ
ス
テ
ム

に
他
な
ら
な

い
の
で
す
。

消費税

「
社
会
保
障
財
源
」は
デ
タ
ラ
メ

実
は
法
人
税
減
税
の
穴
埋
め

　
年
金
が
今
年
四
月
（
六
月
十

五
日
支
給
分
）
か
ら
〇
．
四
％

切
り
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。
「
表

一
」
は
八
〇
代
女
性
が
受
け
取

っ
た
実
際
の
「
年
金
額
改
定
通

知
書
」
で
す
。
こ
の
人
の
場
合

は
年
間
五
九
六
二
円
の
減
額
で

す
。
一
回
（
二
ヵ
月
）
分
の
支

給
額
で
九
九
三
円
の
減
額
と
な

り
ま
す
。
ど
の
世
代
の
年
金
も

〇
．
四
％
減
額
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
示
し
た
の
が
「
表
二
」
で

す
。

　
年
金
生
活
者
に
と
っ
て
、
五

〇
〇
円
、
一
〇
〇
〇
円
の
減
収

は
非
常
に
厳
し
く
野
菜
、
肉
な

ど
が
高
騰
す
る
中
で
、
こ
の
人

は
食
事
を
一
日
二
回
に
減
ら
し

て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　
安
倍
政
権
の
八
年
間
で
年
金

は
六
．
五
％
も
下
げ
ら
れ
ま
し

た
。
物
価
が
上
が
っ
て
も
年
金

は
増
え
な
い

「
マ
ク
ロ
経

済
ス
ラ
イ
ド
」

も
導
入
さ
れ

ま
し
た
。

「
一
〇
〇
年

安
心
の
年
金

制
度
」
と
は
、

年
金
自
動
引

き
下
げ
装
置

を
つ
く
っ
た

か
ら
政
府
は

「
安
心
」
と

い
う
こ
と
な

の
か
。

　
外
国
で
は

当
然
の
「
最

低
保
障
年
金

制
度
」
の
是

非
が
、
参
院

選
の
重
要
な

課
題
で
す
。

図１

図２

表１

表２
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